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この製品は、関連するEU規制に適合しています。 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物

質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林
地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ににに
ははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレスススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららら
れれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域にににおおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすす
るるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすすのののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

この製品に使用されているスパーク式着火装置は、カ
ナダの ICES-002 標準に適合しています。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するリール式乗用芝刈り機で
あり、そのような業務に従事するプロのオペレータが
運転操作することを前提として製造されています。こ
の製品は、集約的で高度な管理を受けているゴルフ
場やスポーツフィールドの芝生、あるいは商用目的で
使用される芝生に対する刈り込み管理を行うことを主
たる目的として製造されております。本機は、雑草地
や道路わきの草刈り、農業用地における刈り取りなど
を目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社のウェブサイト www.Toro.com で製品やアクセサリ
情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上
げ製品の登録などを行っていただくことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための警
告記号 (図 2) を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他にさらに2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
は製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
こここののの機機機械械械はははCEN安安安全全全規規規格格格EN 836:1997、、、ISO規規規格格格
5395: 2013おおおよよよびびびANSI規規規格格格B71.4-2012ににに適適適合合合すすするるる
製製製品品品とととしししててて製製製造造造ささされれれててていいいままますすすたたただだだししし後後後輪輪輪ににに 19.5kg ののの
バババラララススストトトおおおよよよびびび適適適切切切なななホホホイイイーーールルルウウウェェェイイイトトト・・・キキキッッットトトををを搭搭搭載載載すすす
るるるここことととががが条条条件件件ででですすす。。。

注注注 ANSI規格に適合していない他社のアタッチメントな
どを取り付けて使用すると、製品全体として規格不適
合になりますからご注意ください。

不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるるととと、、、人人人身身身
事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以下下下ににに示示示
すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意標標標識識識図図図 2のののつつついいいててていいいるるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必
ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危
険険険」」」なななどどど、、、人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわるるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいい
ままますすす。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人
身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:2013 およびANSI規格B71.4-2012 から抜粋した
ものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアルや関連するトレーニ

ング資料をよくお読みください。オペレータが日本
語を読めない場合には、オーナーの責任におい
て、このオペレーターズマニュアルの内容を十分に
説明してください。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう

• 本機を運転する人すべてにトレーニングを行ってくだ
さい。トレーニングはオーナーの責任です。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶
対に運転や整備をさせないでください地域によって
は機械のオペレータに年齢制限を設けていること
がありますのでご注意ください。

• オペレータやユーザーは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって
事故を防止することができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業する

にはどのようなアクセサリやアタッチメントが必要か
を判断してください。メーカーが認めた以外のアクセ
サリやアタッチメントを使用しないでください。

• 安全靴、ヘルメット、安全ゴーグル耳プロテクタな
ど作業にふさわしい服装と装備をしてください。長い
髪、だぶついた衣服、装飾品などは可動部に巻き
込まれる危険があります。

• 石、おもちゃ、針金など、機械にはね飛ばされて
危険なものが落ちていないか、作業場所をよく確
認しましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

運運運転転転操操操作作作
• 室内や換気の悪い場所では絶対にエンジンを運転

しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで、見えにくい
穴などの障害物から十分はなれて行ってください。

• エンジンを始動させる前に、すべての機器がニュー
トラルになっていること、駐車ブレーキが掛かってい
ることを確認してください。エンジンは、必ず運転席
に座って始動してください。シートベルト装備車では
必ずシートベルトを着用してください。

• 斜面では必ず減速し安全に十分注意して運転し
てください。また斜面では、必ず決められた走行
方向や作業方向を守ってください。芝草の状態に
よって車両の安定度が変わりますから注意してくだ
さい。段差や落ち込みのある場所では特に注意
してください。

• 旋回するときや斜面で方向を変えるときなどは、減
速して十分な注意を払ってください。

• ガード類を正しく取り付けないままでの使用は絶対
にやめてください。インタロック装置は絶対に取り
外さないでください。また、正しく調整してお使い
ください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

• どんな理由であれ運転席から離れる時には刈りカス
を捨てる場合でも、必ず、平坦な場所に停止し、
カッティングユニットを降下させ、回転を止め、駐車
ブレーキを掛け、エンジンを停止させてください。

• 何かにぶつかったり 機体が異常な振動をした場
合は 直ちに作業を中止して機体を点検してくださ
い異常を発見したら、作業を再開する前に修理
してください。

• カッティングユニットに手足を近づけないでください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 運転手以外の人を乗せないこと、また、人やペット
を近づけないでください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、減
速し周囲に十分な注意を払ってください。刈り込み
中以外はリールの回転を止めておいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は避
けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故となりま
す。稲光が見えたり雷が聞こえるような場合には機
械を運転しないで安全な場所に避難してください。
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• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーののの使使使用用用ととと保保保守守守整整整
備備備
• ROPS横転保護バーは効果の高い重要な安全装置

です。運転する時は常にROPSを完全に立てた状
態にし、必ずシートベルトと共にお使いください。

• どうしても必要な場合以外にはROPSを降ろさない
でください。ROPSを降ろした状態ではシートベルト
を使用しないでください。

• ROPS を折りたたんでしまうと、転倒時に安全保
護ができなくなります。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、練
習しておいてください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法面、
段差、水などがある現場では、必ずROPSを立
てて運転してください。

• 頭上の安全木の枝、門、電線などに注意し、これ
らに機械や頭をぶつけないように注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPS が破損した場合には修理せず、必ず新品に
交換してください。

• ROPSを外さないでください。

• メーカーの許可なくROPSを改造することを禁じま
す。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい
• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリン

の取り扱いには細心の注意を払ってください。ガソ
リンは極めて引火しやすく、またその気化ガスは爆
発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タンクの
ふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンの温度が下がってから行いましょう。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラスチックマッ
トなど絶縁体の上で燃料の給油をしないでくださ
い。ガソリン容器は車から十分に離し、地面に直接
置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に降ろ
し、機体を接地させた状態で行ってください。機械
を車両に搭載したままで給油を行わなければいけ
ない場合には、大型タンクのノズルからでなく、小
型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触させた
状態を維持して行ってください。

• ノズルを開いたままにする器具などを使わないで
ください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、直
ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでください。
給油後は燃料タンクキャップをしっかりと締めて
ください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止し、カッ

ティングユニットを下げ、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取り、ガソリンエンジン機
の場合は点火プラグのワイヤを抜いてください。ま
た、必ず機械各部の動きが完全に停止したのを確
認してから作業に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動部、
マフラーの周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜
まらないようご注意ください。オイルや燃料がこぼ
れた場合はふきとってください。

• 機械を格納する際にはエンジンが十分冷えている
ことを確認し、また裸火の近くを避けて保管して
ください。

• 格納中や搬送中は、燃料バルブを閉じてください。
絶対に、火気の近くで燃料を保管したり、室内で燃
料の抜き取りを行ったりしないでください。

• 平らな場所に停車してください。

• 適切な訓練を受けていない人には絶対に機械の整
備をさせないでください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 修理を行うときには必ずバッテリーの接続と点火プ
ラグの接続を外しておいてください。バッテリーの接
続を外すときにはマイナスケーブルを先に外し、次
にプラスケーブルを外してください。取り付けるとき
にはプラスケーブルから接続します。

• リールの点検を行うときには手袋を着用し、安全に
十分注意してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してください。
エンジンを駆動させたままで調整を行うのは可能
な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
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いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあるか点
検を怠らないでください。読めなくなったステッカー
は貼り替えてください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには

安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使用
してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケーブ
ル、ロープなどで機体を確実に固定してください。
機体の前後に取り付けた固定ロープは、どちらも、
機体を外側に引っ張るように配置してください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめ
ににに TORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はANSI規格には含まれていません
が、Toroの芝刈り機を安全に使用していただくために
必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする能
力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をするとユー
ザーや周囲の人間に危険な場合があります。

運運運転転転中中中ににに
• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• 作業には頑丈な靴を着用してくださいサンダルやテ
ニスシューズ、スニーカーでの作業は避けてくださ
い。安全靴と長ズボンの着用をおすすめします。
地域によってはこれらの着用が義務付けられていま
すのでご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。こぼれ
た燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検してくだ
さい。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのクラッチ
をすべて外し、ギアシフトをニュートラルにし、駐車
ブレーキを掛けてください。

• 運転には十分な注意が必要です転倒や暴走事故を
防止するために以下の点にご注意ください

– サンドトラップや溝・小川などに近づかないこと

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速してくだ
さい急停止や急発進をしないこと。

– この機械は公道を走行する装備をもたない「低
速走行車両」です。公道を横切ったり、公道
上を走行しなければならない場合は、必ず法令
を遵守し、必要な灯火類、低速走行車両の表
示、リフレクタなどを装備してください。

– 道路付近で作業するときや道路を横断すると
きは周囲の交通に注意する。常に道を譲る心
掛けを。

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減速し確
実な車両制御を行うこと

• 作業中の安全を確保するため、カッティングユニット
やサッチャーには、必ず集草バスケットを取り付け
てください。また、溜まった刈りかすを捨てる時は
必ずエンジンを停止させてください。

• 移動走行時にはカッティングユニットを上昇させて
ください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、マフ
ラー、排気管などに触れると火傷の危険がありま
すから手を触れないでください。

• エンジン側面にある回転スクリーンに手足や衣服を
近づけないように注意してください。

• カッティングユニットが硬いものにぶつかったり異常
な振動をしたりした場合は 直ちにエンジンを停止
し 機械の全動作が停止するのを待ち それから点検
にかかってください破損したリールやベッドナイフは
必ず修理・交換してから作業を行ってください

• 運転席を離れる前に、必ずモードレバーをニュート
ラルNにし、カッティングユニットを上昇させ、リー
ルが完全に停止したのを確認してください。駐車ブ
レーキを掛け、そして、エンジンを止め、キーを抜
き取ってください。

• 斜面の横切り運転は十分注意してくださいまた、
上り斜面や下り斜面で急発進や急停止をしないで
ください

• 斜面での運転に習熟してください斜面や不整地は
転倒などの重大な事故の置きやすい場所であり、
注意の不足から車両を制御できなくなると大変危
険です。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなくなったりした
時は、絶対にターンしないでください。必ずバック
で、ゆっくりと下がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら、直直直ちちちにににリリリーーールルル
停停停止止止注意力の分散、アップダウン、カッティングユ
ニットから飛びだす異物など思わぬ危険がありま
す。周囲に人がいなくなるまでは作業を再開しな
いでください。

• マシンから離れる時には、必ず、カッティングユニッ
トを完全に上昇させ、リールの停止を確認し、キー
を抜き取り、駐車ブレーキを掛けてください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してくださ

い。油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続やホー
スの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が高
圧で噴出していますから、手などを近づけないで
ください。リークの点検には新聞紙やボール紙を
使い、絶対に手を直接差し入れたりしないでくださ
い。高圧で噴出する作動油は皮膚を貫通し、身体
に重大な損傷を引き起こします。
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• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジンを
停止し、カッティングユニットを下降させてシステム
内部の圧力を完全に解放してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的に点検
してください。必要に応じて締め付けや修理交換
してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければならな
い時は、手足や頭や衣服をカッティングユニットや可
動部に近づけないように十分ご注意ください。特に
エンジン側面の回転スクリーンに注意してください。
また、無用の人間を近づけないようにしてください

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げな
いでください。Toro正規代理店でタコメータによる
エンジン回転数検査を受け、安全性と精度を確認
しておきましょう。

• オイルの点検や補充は必ずエンジンを停止した状
態で行ってください

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が必要な
時Toro 正規代理店にご相談ください。

• いつも最高の性能を維持し、安全を確保するため
に、交換部品は必ず の純正部品をご使用くださ
い。他社の部品やアクセサリを御使用になると危険
な場合があり、製品保証を受けられなくなる場合
がありますのでおやめください。

音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、音力レベルが 95 dBA であることが確認
されています ただしこの数値には不確定値K1 dBA
が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
この機械は、オペレータの耳の位置における音圧レベ
ルが 82 dBA であることが確認されています ただしこの
数値には不確定値K1 dBA が含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。

振振振動動動レレレベベベルルル
腕腕腕おおおよよよびびび手手手

右手の振動レベルの実測値 = 0.97 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 1.11 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施され
ています。

全全全身身身

振動レベルの実測値 = 0.40 m/s2

不確定値K = 0.5 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施され
ています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal121-9566

121–9566

decal105-5471

105–5471

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。 6. 無段階速度調整

2. OFF 7. 高速

3. チョーク 8. リークディテクタ・テストスイッチ

4. ON 9. ヘッドライト

5. 低速

decal93-6686

93-6686

1. 油圧オイル

2. オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal117-2718

117–2718
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decal93-9051

93–9051

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal105-8306

105–8306

1. 前進速度 3. 低速 ― 刈り込み位置

2. 高速 ― 移動走行位置 4. ニュートラル バ ックラップ
時の設定位置

decal93-8062

93-8062

1. ブレーキを解除するには、
ラッチが落ちるまでペダル
を踏み込む。

3. 駐車ブレーキロック

2. 駐車ブレーキの解除手順ペ
ダルを踏み込む。

decal121-2641

121–2641

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと 必ず講習を
受けてから運転すること。

4. 転倒する危険旋回開始前
に十分に速度を落とすこ
と高速でターンしないこと。

2. 異物が飛び出す危険人を
近づけないこと。

5. 警告 車両を離れるときは
駐車ブレーキをロックし、
エンジンを停止し、キーを
抜くこと。

3. 手や足のけがや切断の危
険 可動部に近づかないこ
と すべてのガード類を正し
く取り付けて使用すること。

9
 



decal121-2640

121–2640
CE 諸諸諸国国国ででで 121-2641 ににに代代代えええててて使使使用用用すすするるる .

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと 必ず講習を
受けてから運転すること。

4. 転倒の危険 15度以上の
斜面を高速で横切らないこ
と、また、15度以上の斜
面を下らないこと。

2. 異物が飛び出す危険人を
近づけないこと。

5. 警告 車両を離れるときは
駐車ブレーキをロックし、
エンジンを停止し、キーを
抜くこと。

3. 手足の負傷や切断の危
険回転刃に近づかないこ
と 使用時にはすべての安
全カバー類を正しく取り付
けておくこと。

decal104-7729

104–7729

1. 警告 整備作業前にマニュ
アルを読むこと。

2. 手足や指のけがや切断の
危険 エンジンを止め、各
部の完全停止を待つこと。

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal115-8156

115-8156

1. リール高さ 3. 8 枚刃カッティングユニット 5. 14 枚刃カッティングユニット 7. 高速

2. 5 枚刃カッティングユニット 4. 11 枚刃カッティングユニット 6. リール速度 8. 低速
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decal105-8305

105–8305

1. リール下降して回転。 4. ON
2. リール上昇して停止 5. エンジン ― 始動

3. エンジン ― 停止

decal115-8226

115-8226

1. 転倒の危険 オペレーターズマニュアルを読むこと ROPS横転
保護バーを取り外さないことまた、運転中は必ずシートベ
ルトを着用すること。
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – バッテリー液を入れて充電する

ボルト¼" x ⅝" 22 ナット¼" 2 バッテリーを取り付けます

ボルト½" x 1¾" 2
ボルト½" x 1½" 6
ワッシャ 13
ナット½" 8

横転保護バーROPSを取り付けます。

ボルト#10 x ⅝" 1
ジャムナット(#10) 1
カッティングユニット 34
集草バスケット 3

カッティングユニットを取り付ける。

後ウェイト・キット, 100-6441別途購入の
こと

1

塩化カルシウム別途調達のこと 19.5kg5
後ウェイト・キット, 99-16453WDキットを
取り付けている場合別途購入のこと

1

リアバラスととウェイト・キットを取り付け
ます。

6 CE ガードキットP/N 04440別売 1 CE ガードキットを取り付けます。

7 警告ステッカー121-2641 1 必要に応じて EU ステッカーを貼り付け
ます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1
オペレータのためのトレーニング資料 1

機械をご使用になる前にお読みください。

パーツカタログ 1 交換部品のご注文にご利用ください。

納品前検査証 1
運転音認証証明書 1
品質証明書 1
規格適合認定書 1
排気ガス保証書 1

内容を読んで十分ご理解ください。

始動キー 2 機械を始動する。
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1
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

バッテリーに補給する電解液は必ず比重 1.265 のもの
を使用してください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. バッテリーを固定している蝶ナット、ワッシャ、バッ
テリークランプを外してバッテリーを取り出す。

重重重要要要 機機機体体体にににバババッッッテテテリリリーーーををを載載載せせせたたたままままままででで電電電解解解液液液ををを
入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場合合合、、、機機機
体体体ががが激激激しししくくく腐腐腐食食食しししままますすす。。。

2. バッテリーの上部をきれいに拭い、キャップを取
り外す 図 3。

g005080

図図図 3

3. 各セルの電極板が液面下 6mm程度に水没する
まで、電解液を慎重に入れる図 4。

g001197

図図図 4

1. 電解液

4. 電極板が液を吸収するまで2030分間程度待つ。
必要に応じて、電極板が 6mm程度水没するぐ
らいに電解液を補充する図 4。

5. 充電器に接続し、充電電流を 24 Aにセットする。
2Aで4時間、または4Aで2時間充電し、電解液の
比重が1.250以上標準液温16℃以上になって全部
の電極板から泡が出ていれば充電終了である。

警警警告告告
充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに火火火
気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

6. 充電が終わったらチャージャをコンセントから抜
き、バッテリー端子からはずす。

注注注 最初の充電以後は、バッテリー液が不足し
た場合には蒸留水以外補給しないでください。
この機械に使用しているバッテリーはメンテナン
スフリーですので、通常は水の補給もほとんど
必要ありません。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの金金金
属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起
こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。
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警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの電電電解解解液液液充充充填填填ととと初初初期期期充充充電電電ををを適適適切切切
ななな方方方法法法ででで行行行わわわななないいいととと、、、バババッッッテテテリリリーーーかかからららガガガスススががが
発発発生生生しししたたたりりり、、、バババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななっっったたたりりり
すすするるる。。。

7. 通気キャップを取り付ける。

2
バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト¼" x ⅝"

2 ナット¼"

手手手順順順
1. 端子を機体の前に向けてバッテリーを取り付け

る。

2. スタータからの赤いケーブルを端子に固定する図
5。レンチで締め付けて固定し、ワセリンを塗布
する。ケーブルが擦れて磨耗するような配線はさ
ける。座席の最後部でケーブルを傷つけること
があるので特に注意すること。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの金金金
属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起
こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行うううととと
きききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

g005498

図図図 5

1. マイナス 2. プラス

3. 黒いケーブルエンジンベースからはバッテリーの
マイナス端子に固定する。レンチで締め付けて
固定し、ワセリンを塗布する。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

4. バッテリークランプとワッシャを取り付け、蝶ナット
で固定する。

5. プラス端子に カバーをかぶせて終了。
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3
横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト½" x 1¾"

6 ボルト½" x 1½"

1 ワッシャ

8 ナット½"

手手手順順順
1. 機体右側にあるジャッキパッドを支えているねじ

とナットとワッシャを取り外す。

2. ROPS フレーム図 6を取り付けブラケットの上に
置いて取り付け穴をそろえる。

3. ROPSの左側を取り付けブラケットに固定するボ
ルト½" x 1½"4本とロックナットを使用する図 6。
91-115 N·m67-85 ft-lb = 9.3-11.7 kg.mにトルク
締めする。

4. ROPSバーの右側、および先ほど取り外した
ジャッキパッドを、取り付けブラケットに固定す
るボルト½" x 1½"2本、ボルト½" x 1¾"2本、
ワッシャ1枚とロックナットを使用し、図 6に示
すように取り付ける。91-115 N·m67-85 ft-lb =
9.3-11.7 kg.mにトルク締めする。

重重重要要要 ワワワッッッシシシャャャががが図図図 6ににに示示示すすす位位位置置置ににに間間間違違違いいいなななくくく取取取りりり
付付付けけけららられれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告
ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーははは効効効果果果ののの高高高いいい安安安全全全装装装置置置ででで
すすす。。。必必必ずずずシシシーーートトトベベベルルルトトトととと共共共にににおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

g025551

図図図 6

1. ジャッキパッド 4. ワッシャ

2. ボルト½" x 1¾" 5. 横転保護バーROPS
3. ボルト½" x 1½" 6. シートベルト

4
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付
けけけるるるモモモデデデルルル 04610, 04611,
04616, 04618, 04619, 04624
のののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ボルト#10 x ⅝"

1 ジャムナット(#10)

3 カッティングユニット

3 集草バスケット

手手手順順順

重重重要要要 リリリーーールルルモモモーーータタタをををフフフレレレーーームムムのののホホホルルルダダダーーー保保保管管管位位位置置置ににに
入入入れれれたたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移動動動走走走行行行」」」位位位置置置にににししし
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ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれががが
ああありりりままますすす。。。

注注注 研磨、刈高調整などを行うときには、リールモータ
をサポートチューブフレーム前部に入れておくとホース
を保護することができます。

1. カッティングユニットをカートンから取り出す。カッ
ティングユニットに同梱されているオペレーターズ
マニュアルに従って、希望の設定に組み立て、
調整を行う。

2. カッティングユニットをプルフレームの下に引き
入れ、 吊り輪フープを昇降アームに引っかけ
る図 7。

g005101

図図図 7

1. 昇降アーム 2. リフトフック

3. スリーブをボールジョイントの位置まで引き戻し、
レシーバーをカッティングユニットのボールスタッド
に引っ掛ける。スリーブから手を離すとスタッドと
ジョイントが結合・ロックする図 8。

g020794

図図図 8

1. プルフレーム 3. ボールスタッド

2. プルアーム

4. バスケットをプルフレームに取り付け、プルフレー
ムのジャムナットをゆるめ、ボールソケットを調整
して、バスケットの縁からリール刃または前シー
ルドまでの距離を613mm にする。

注注注 これにより、刈り込み中にカッティングユニッ
トが集草箱に押されてアームから外れることが
なくなります。

集草箱のリップが、両側ともリールの刃から等距
離となるようにしてください。リールに近すぎると

カッティングユニットを上げた時リールに接触す
る可能性があります。

5. ソケットの開口部とボールスタッドの中心を合わ
せ、ジャムナットを締めてソケットを固定する図
9。

g020795

図図図 9

1. プルアーム 3. ボールジョイント

2. ジャムナット

6. リールモータ取り付けボルトのねじの頭が、そ
れぞれおよそ 13mm 突き出した状態になるよう
にすること図 10。

g005103

図図図 10

1. 取り付けボルト 2. 駆動モータ

7. リールモータのシャフトのスプライン部にグリスを
塗布する。モータを取り付け穴に正対させ、時
計方向にひねってスタッドを一回かわし、次に左
回りにひねって、キャップスクリュにフランジを
しっかりと掛ける。

8. 取取取りりり付付付けけけボボボルルルトトトををを締締締めめめ付付付けけけるるる。。。 図 10。
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5
リリリアアアバババラララススストトトおおおよよよびびびウウウェェェイイイトトト・・・
キキキッッットトトををを搭搭搭載載載すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 後ウェイト・キット, 100-6441別途購入のこと

19.5kg 塩化カルシウム別途調達のこと

1 後ウェイト・キット, 99-16453WDキットを取り付けている
場合別途購入のこと

手手手順順順

この機械はおよびANSI規格B71.4-2012およびEN836
規格に適合する製品として製造されていますただし後
輪に後ウェイト・キット100-6441および 19.5kg の塩化カ
ルシウムバラストを充填することが条件です。3 輪駆
動キットを搭載している場合には、後ホイールに取り
つけるウェイトキットを 100-6441ではなく99–1645 に
してください。

重重重要要要 塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムムををを搭搭搭載載載しししてててタタターーーフフフででで作作作業業業中中中ににに万万万
一一一パパパンンンクククしししたたた場場場合合合ははは、、、直直直ちちちにににマママシシシンンンをををタタターーーフフフののの外外外へへへ
退退退避避避さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。そそそしししててて、、、タタターーーフフフへへへののの被被被害害害ををを防防防止止止
すすするるるたたためめめ、、、塩塩塩化化化カカカルルルシシシウウウムムム液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場所所所ににに十十十分分分
ななな散散散水水水ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

6
CE ガガガーーードドドキキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 CE ガードキットP/N 04440別売

手手手順順順

CE ガードキットを取り付けるCE ガードキットの、「グ
リーンズマスター 3150-D 2輪駆動トラクションユニット
への取り付け」 を参照。

7
CE 諸諸諸国国国用用用ススステテテッッッカカカーーーををを貼貼貼付付付
すすするるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告ステッカー121-2641

手手手順順順

本機を EU 諸国内で使用する場合には、警告ステッ
カー 121-2641 を、ステッカー 121-2640 の上から貼
り付けてください。
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製製製品品品ののの概概概要要要

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル

ブレーキペダル図 11は、自動車タイプのメカニカル・ド
ラムブレーキで各駆動輪に取り付けてあります。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキボボボタタタンンン

ブレーキペダルを踏み込み、さらにこのボタン図 11を
踏むと、ロックして駐車ブレーキとなります。ペダルをも
う一度踏み込むと解除します。本機を離れるときには
必ず駐車ブレーキを掛けてください。

g005500

図図図 11

1. 走行ペダル 3. 駐車ブレーキボタン

2. ブレーキペダル

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル図 11は3つの機能があります前進、後退、
停止です。ペダル前部を踏み込むと前進、後部を踏
み込むと後退です。前進中に後退位置に踏み込むと
素早く停止することができます。ペダルから足をはな
せばニュートラル位置となり、車両は停止します。足
を休めるつもりで前進中にかかとをペダル後部に乗
せないでください図 12。

g002709

図図図 12

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロール図 13は、エンジンの回転速度を
コントロールします。スロットルコントロールをFast方向
へ動かすとエンジンの回転数が上がり、Slow方向に動
かすとエンジンの回転数が下がります。

注注注 スロットルコントロールでエンジンを停止させること
はできません。

g005502

図図図 13

1. スロットルコントロール 3. リークディテクタ・テスト/ヘッ
ドライトスイッチ

2. チョークコントロール

チチチョョョーーーククク

低温時のエンジン始動には、チョークコントロール図
13を前に倒してClosed位置とし、チョークを閉じます。
エンジンが始動したら、エンジンがスムーズに回転を
続けられるように調整してください。なるべく早く Open
位置に戻すようにしてください。エンジンが温かい時
にはチョークは不要です

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタ・・・テテテススストトト/ヘヘヘッッッドドドララライイイトトト
スススイイイッッッチチチ

このスイッチ図 13は、通常は中央位置にセットしておき
ます。スイッチを後ろに倒すとリークディテクタの作動ア
ラームと遅延時間を点検することができます。前に倒す
と、ヘッドライトオプションが点灯します。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

左側コントロールパネルにあって本機の稼働時間を積
算表示します。始動スイッチをON 位置にすると作動
を開始します。

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席の左下にあり図 14、前後102mm の調整が
可能です。
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g005503

図図図 14

1. 座席調整レバー

ジジジョョョイイイススステテティィィッッックククカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
操操操作作作レレレバババーーー

このレバー図 15を前に倒すとリールが下降して回転
を開始します。後ろに引くとリールは上昇して停止しま
す。後ろに軽く引いて手を放すとリールの回転だけを
止めることができます。前に軽く倒せばリールは再び
回転を開始します。

g005504

図図図 15

1. モードレバー 3. ジョイスティックカッティング
ユニット操作レバー

2. 始動スイッチ

モモモーーードドドレレレバババーーー

このレバー図 15で芝刈り走行、移動走行、ニュート
ラルを切り替えます。走行中に「芝刈り走行」から
「移動走行」へ、またその逆へニュートラルで止めず
に切り替えることができます。機械に悪影響が出る
ことはありません。

• 後ろ位置ニュートラル及びバックラップ位置

• 中央位置芝刈り位置

• 前位置移動走行位置

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

スイッチ図 15にキーを差し込んで右いっぱいStart 位
置に回すとエンジンが始動します。エンジンが始動した
らキーから手を放すと、キーは自動的にON」位置に
動きます。エンジンを停止するときは、キーを左に回し
て「OFF」位置にします。

ハハハンンンドドドルルル調調調整整整レレレバババーーー

レバー図 16を前に倒してゆるめるとハンドルの高さ調
整ができます。後ろに倒すと調整が固定されます。

g005505

図図図 16

1. ハンドル調整レバー

ハハハンンンドドドルルルアアアーーームムムののの固固固定定定ノノノブブブ

ノブ図 17の肩がハンドルアームのノッチをクリアするま
でノブをゆるめると、ハンドルアームの高さを調整できる
ようになります。調整ができたらノブを締めておきます。

g005494

図図図 17

1. ハンドルアームの固定ノブ

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

燃料バルブ図 18は燃料タンクの下にあります。保管時
や搬送時にはこのバルブを閉じて下さい。
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g005109

図図図 18

1. 燃料バルブ燃料タンクの下

バババッッックククラララッッップププレレレバババーーー

バックラップレバー図 19は、回転許可・禁止レバー
ジョイスティックと連動し、リールをバックラップする
ときに使用します。

g007385

図図図 19

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロール

リリリーーールルル速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

リール速度コントロール図 19は、リールの回転速度
rpmを調整します。

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

全幅リールを含む 1,772 mm

全長 2,286 mm

全高 1,892 mm

全体重量11枚刃のカッティング
ユニットを搭載時

583 kg

純重量油脂類含まず 493 kg

刈幅 1,499 mm

ホイールトレッド 1,257 mm

ホイールベース 1,191 mm

芝刈速度可変 およそ 3.2–8 km/h

移動走行速度 およそ 12.9 km/h

後退速度 4 km/h

リール回転速度エンジン速度
が2850 rpmの時

およそ 1,845 rpm

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。 詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに掲載されている安全上の注意事項を
きちんと読んでください。オペレータや周囲の人を事故
から守る重要な情報が掲載されています。

目、耳、手足などに対する防護を行うことをお奨め
します。

注注注意意意
こここののの機機機械械械ををを運運運転転転すすするるる時時時ははは必必必ずずずシシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用
しししてててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してくださ
い。油量は約1.4 リットルフィルタ共です。

オイルは、API米国石油協会のSGSH, SJ またはそ
れ以上のグレードのものを使用します。オイルの粘
度重量はSAE 30 です。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを抜き出しウェスで一度きれい
に拭く。ディップスティックを、チューブの根元ま
でもう一度しっかりと差し込む図 20。

g017134

図図図 20

1. ディップスティック 2. 給油口キャップ

3. チューブからもう一度引き抜いて油量を点検する。

4. オイルの量が不足している場合は、バルブカバー
についている補給口のキャップを取り、ディップス
ティックの FULLマークまで補給する。補給すると
きはディップスティックで確認しながら少量ずつ入
れてください入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ははは運運運転転転時時時間間間ごごごととと又又又ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししててて
くくくだだださささいいい。。。

5. ディップスティックをしっかりと取り付ける。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 燃燃燃料料料容容容量量量 26.6L
• 使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料

– 機械の性能を最も良く発揮させるために、オクタ
ン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評価
法は(R+M)/2 を採用。

– エエエタタタノノノーーールルル エタノールを添加10% までしたガソリ
ン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソリ
ン15%までを使用することが可能です。エタノー
ルとMTBEとは別々の物質です。エタノール添
加ガソリン15% 添加=E15は使用できません。
エエエタタタノノノーーールルル含含含有有有率率率ががが 10% ををを超超超えええるるるガガガソソソリリリンンンははは絶絶絶
対対対ににに使使使用用用しししてててはははなななりりりままませせせんんんたとえば E15含有率
15%、E20含有率 20%、E85含有率 85%は使
用できません。これらの燃料を使用した場合に
は性能が十分に発揮されず、エンジンに損傷が
発生する恐れがあり、仮にそのようなトラブルが
発生しても製品保証の対象とはなりません。

– メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせ
んんん。

– 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。冬越しさせる場合には必ずスタビ
ライザ品質安定剤を添加してください。

– ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイザザザはははごごご
使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。アアアルルルコココーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイ
ザザザエエエタタタノノノーーールルルまままたたたはははメメメタタタノノノーーールルルををを基基基材材材とととしししたたたももものののははは使使使
わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、絶絶絶対対対
ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすす
るるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25mm下下下のののレレレベベベルルルををを
超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて
燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを
確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに入入入
れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。30
日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり付付付
けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。
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危危危険険険
燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに引引引
火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、
やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直
接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給しししななな
いいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製ののの床床床材材材
なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ場場場がががなななくくく
なななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪ををを
地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけれれればばば
いいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかからららでででななな
くくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれればばばななな
らららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンクククののの口口口ににに常常常
時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

1. 燃料キャップ図 21の周囲をきれいに拭いてキャッ
プ外す。

g005112

図図図 21

1. 燃料タンクのキャップ

2. 燃料を補給する時は、タンク上面から約 25mm
下のレベルを超えて給油しない。

これは、温度が上昇して燃料は膨張したときにあ
ふれないように空間を確保するためである。燃燃燃
料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。

3. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。こぼれ
たガソリンはふき取る。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
油圧オイルタンクに約 32リットルの高品質油圧オイルを
満たして出荷しています。初めての運転の前に必ず油
量を確認し、その後は毎日点検してください。推奨オイ
ルの銘柄を以下に示します

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 Toro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売してい
ます19 リットル缶または 208 リットル缶。パーツカタログま
たは代理店でパーツ番号をご確認ください。

代替製品 Toro のオイルが入手できない場合は、以下
に挙げる特性条件および産業規格を満たすオイルを

使用することができます。合成オイルの使用はお奨め
できません。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 - 50
cSt @ 100°C 7.9 - 8.5

粘性インデックス ASTM
D2270

140160

流動点, ASTM D97 -37°C-45°C
産業規格

ヴィッカース I-286-S 品質レベル, ヴィッカース M-2950-S
品質レベル , デニソン HF-0

重重重要要要 ISO VG 46 マママルルルチチチグググレレレーーードドドオオオイイイルルルははは、、、広広広いいい温温温度度度
範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた性性性能能能ををを発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが高高高
いいい18℃℃℃49℃℃℃ 熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISO VG 68 オオオイイイルルルのののほほほ
うううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル—Mobil EAL EnviroSyn
46H
重重重要要要 Mobil EAL EnviroSyn 46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここののの製製製
品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイルルルででですすす。。。こここ
のののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用しししててていいいるるるエエエラララススストトト
マママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用
ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換
性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそ
のののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたためめめにににははは、、、通通通常常常オオオイイイ
ルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええててて使使使用用用すすするるるここことととががが望望望ままま
れれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19
リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは208リリリッッットトトルルル缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
1522 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500。ご注文は Toro 代理店へ。こここののの着着着色色色剤剤剤
ははは、、、生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。生生生分分分解解解オオオイイイ
ルルルにににははは食食食用用用色色色素素素をををおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 使使使用用用しししててていいいるるるオオオイイイルルルののの種種種類類類ににに関関関わわわらららずずず、、、外外外気気気
温温温ががが29 °Cををを超超超えええるるる地地地域域域ややや、、、フフフェェェアアアウウウェェェイイイ刈刈刈りりりやややバババーーー
チチチカカカッッットトトなななどどどににに使使使用用用すすするるるととときききにににははは、、、オオオイイイルルルクククーーーラララキキキッッットトト
P/N 105-8339ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。

1. 平らな場所に駐車する。エンジンもオイルも冷え
ていることを確認する。補助オイルタンクの側面
についている点検窓から内部をのぞいてオイル
量を点検する図 22。オイル量が点検窓の2本の
線の間にあればよい。

2. オイル量が下の線よりも少ない場合には、油圧
オイルタンクのキャップを外し、適切な油圧オイ
ルを、点検窓の2本の線の間までタンクにゆっくり
と補給する。異なるオイルを混ぜないよう注意す
る。給油が終わったらキャップを締める。

重重重要要要 油油油圧圧圧回回回路路路ののの汚汚汚染染染ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、オオオイイイルルル
ののの缶缶缶ををを開開開けけけるるる前前前ににに、、、缶缶缶のののふふふたたたののの表表表面面面をををきききれれれににに
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拭拭拭っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、給給給油油油ホホホーーースススやややロロローーートトトなななどどどももも
汚汚汚れれれがががななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 油圧系の目視点検は入念に行ってください。
オイル漏れ オイル漏れ、結合部のゆるみ、部品
の脱落、接続や経路ミスなどに十分注意し、適
切な措置をとってください。

g017136

図図図 22

1. 点検窓 2. 油圧オイルタンクのキャップ

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。運
転前に正しいレベルに下げてください。

タイヤ空気圧はターフのコンディションに合わせて適宜
変えてください適正範囲の最低値は 0.55bar、最高
値は0.83barです。

後輪の空気圧も適宜変えてください最低値は 0.55 bar、
最高値は 1.03 barです。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる

警警警告告告
適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかかららら
人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら1-4時時時間間間後後後ににに1回回回ととと10時時時間間間後後後にににもももううう
1回回回、、、ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめををを行行行ううう トトトルルルククク値値値
ははは 95-122 N.m9.5-12.2 kg.m。。。そそそののの後後後ははは 200 運運運
転転転時時時間間間ごごごとととににに締締締めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
慣らし運転期間中のエンジンのオイル交換や保守につ
いてはエンジンマニュアルをご覧ください。

運転開始直後の8 時間を試運転期間とします。

この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼性を確
保する上で非常に重要ですから、各機能や動作を入念

に観察し、小さな異常でも早期に発見・解決しておいて
ください。また、この期間中はオイル漏れや部品のゆ
るみの点検を頻繁におこなってください。

ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、実際の
使用前にブレーキの「慣らし掛け」をしておいてくださ
い。まずブレーキを十分に掛けた状態から、本機を芝
刈り速度で運転し、臭いがするまでブレーキを加熱させ
ます。この後、必要に応じてブレーキを調整してくださ
い ブレーキの調整 (ページ 39)を参照。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
注注注芝刈機の下に物が落ちていないか確認してください。

1. 着席し、駐車ブレーキをロックし、モードレバー
をニュートラル位置にし、芝刈りレバーが解除に
なっていることを確認する。

2. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル
位置にあることを確認する。

3. チョークを引いて 閉位置にしエンジンが冷えてい
る時、スロットルレバーは中間位置にセットする。

4. キーを差し込んで右に回し、エンジンを始動させ
る。エンジンが始動したら、エンジンがスムーズ
に回転を続けられるように調整してください。なる
べく早く OFF位置に戻すようにすしてください。エ
ンジンが温かい時にはチョークは不要です

5. エンジン始動後、以下を点検する

A. スロットルをFAST 位置に動かし、芝刈りレ
バーを前に倒してみる。全部のカッティング
ユニットが降下・回転すれば正常。

B. 芝刈りレバーを後ろに引いてみる。カッティ
ングユニットが停止し、一番上移動位置ま
で上昇すれば正常。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを止止止めめめるるる。。。各各各集集集草草草箱箱箱のののリリリッッップププ
とととリリリーーールルルとととががが接接接触触触しししててていいいななないいいかかか確確確認認認しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。接接接触触触しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、プププルルルアアアーーームムム
ででで調調調整整整すすするるる 4 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付
けけけるるるモモモデデデルルル 04610, 04611, 04616, 04618,
04619, 04624 のののみみみ (ペペペーーージジジ 15)ををを参参参照照照。。。

C. ブレーキを踏み、本機が動かないようにして
おいて走行ペダルを前進・後退に踏み込ん
でみる。

D. 上記を約12分間行う。モードレバーをニュー
トラル位置に戻して駐車ブレーキを掛け、エ
ンジンを停止する。

E. オイル漏れがないか点検する。あれば各部
の接続を点検する。オイル漏れが止まらな
い場合には、トロ社代理店に連絡し必要に
応じて部品交換などの措置を行う。

重重重要要要 慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間中中中ははは、、、モモモーーータタタやややホホホイイイーーー
ルルルのののシシシーーールルルかかかららら、、、短短短期期期間間間、、、ごごごくくく少少少量量量のののオオオイイイ
ルルルがががにににじじじむむむここことととがががああありりりままますすす。。。こここれれれはははシシシーーールルル
ににに適適適切切切ななな潤潤潤滑滑滑ををを与与与えええるるるたたためめめでででああありりり、、、異異異常常常ででで
はははああありりりままませせせんんん。。。
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注注注 新車の場合には、ベアリングやリール
がまだ固いために上記の点検をFAST 位置
で行う必要がありますが慣らし運転期間終
了後は回転速度を下げて点検できるように
なります。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムををを点点点検検検すすす
るるる

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

インタロックシステムは、オペレータやマシンに潜在的
な危険が存在する状態では運転操作をできないよう
にしています。

安全のために、以下の条件がそろわないとエンジンを
始動できないようになっています

• 走行ペダルがニュートラルにセットされている。

• モードレバーがニュートラルにセットされている。

走行許可条件

• 駐車ブレーキが解除されている。

• オペレータが運転席に着席している。

• モードレバーが刈り込み位置か移動走行位置に
セットされている。

また、「芝刈り」位置以外ではリールの回転を停止
させます。

以下の要領で、毎日インタロックの動作を確認してく
ださい

1. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、モー
ドレバー ニュートラル」位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。この状態で走行ペダ
ルを踏んでみる。インタロックによりペダルが動
かないのが正常。動くのはインタロックの故障で
あるから直ちに修理する。

2. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、モー
ドレバー ニュートラル」位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。この状態からモードレ
バーを「芝刈り」または「移動」走行位置に切
り換えてエンジンを始動してみる。エンジンが始
動できないのが正常。動くのはインタロックの故
障であるから直ちに修理する。

3. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、モー
ドレバー ニュートラル」位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。この状態からモードレ
バーを「芝刈り」または「移動」走行位置に切

り換える。エンジンが停止すれば正常。動くのは
インタロックの故障であるから直ちに修理する。

4. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、モー
ドレバー ニュートラル」位置、駐車ブレーキが掛
かっていることを確認する。エンジンを掛ける。
この状態からモードレバーを「芝刈り」走行位
置に切り換え、運転席から立ち上がる。エンジ
ンが停止すれば正常。動くのはインタロックの故
障であるから直ちに修理する。

5. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、モー
ドレバー ニュートラル」位置、駐車ブレーキが
掛かっていることを確認する。エンジンを掛け
る。この状態から芝刈りレバーを「芝刈り」位
置に切り換えてカッティングユニットを降下させ
る。カッティングユニットが降下しても回転しない
のが正常。回転するのはインタロックの故障であ
る。正しく修正する。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの作作作動動動確確確認認認
リークディテクタシステムは、油圧作動油のリークを早
期に発見し、オペレータに知らせます。メインタンクの
中のオイルの量が 118177ml 少なくなると、タンク内
部にあるフロートスイッチが作動します。秒後にアラー
ムが作動してオペレータに異常の発生を知らせます図
25。油圧オイルは運転中の温度上昇によって膨張しま
すが、この膨張分は補助タンクに逃がされ、主タンク内
のオイルレベルは常に一定に保持されます。始動スイッ
チをOFF にするとオイルは主タンクに戻ってきます。

g005507

図図図 23
始動前オイルは低温

1. 給油口キャップ 5. 電磁リターンバルブは開い
ている

2. 補給管 6. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

3. オーバーフローチューブ 7. アラームは鳴らない。

4. 点検窓 8. オイルレベル低温時
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g005508

図図図 24
通常時オイルは高温

1. 電磁リターンバルブは開い
ている

3. 警告ブザー

2. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

4. オイルレベル高温時

g005509

図図図 25
オイル漏れ発生時

1. フロートが下がって
スイッチが閉じる
オイル量が118177ml
減少する。

3. オイルレベル高温時

2. 警告ブザー

シシシススステテテムムムののの動動動作作作ををを確確確認認認すすするるる
1. 始動スイッチをON 位置とし、リークディテクタ・ス

イッチを後ろに倒して保持する。秒後にアラーム
が鳴れば正常である。

2. スイッチから手を離す。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの作作作動動動確確確認認認
1. 始動キーをON 位置にセットする。エンジンは始

動させない。

2. 油圧オイルタンクのキャップを取り、ストレーナ
を抜き取る。

3. 汚れのない棒やドライバを差し込んで、フロート
を軽く押さえてやる図 26。秒後にアラームが鳴
れば正常である。

g005510

図図図 26

1. 汚れのない棒やドライバ 3. 警告ブザー

2. フロートを軽く押さえる

4. フロートから手を離す。アラームが停止する。

5. ストレーナとキャップを元通りに取り付け、始動
キーをOFF 位置にもどして終了。

リリリーーールルル回回回転転転速速速度度度ののの設設設定定定ををを行行行ううう
一定で高品質な刈りあがりとムラのない見栄えを実現す
るためには、リール速度コントロール運転席の下に搭
載されていますを正しく設定しておく必要があります。

調整は以下の手順で行います

1. カッティングユニットを希望の刈高にセットする。

2. 刈り込み条件に最も適した刈り込み速度を決め
る。

3. 8枚刃、11 枚刃または14枚刃用に対応するグラ
フ図 27を参照を使って、最も適切なリール回転
速度を探す。
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図図図 27

1. リール高さ 5. 14枚刃カッティングユニット

2. 5 枚刃カッティングユニット 6. リール速度

3. 8 枚刃カッティングユニット 7. 高速

4. 11枚刃カッティングユニット 8. 低速

4. リールの速度を設定するには、ノブ図 28を回し
て、ノブの矢印を、所定の番号に合わせます。

g007385

図図図 28

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロール

注注注 ターフの条件に合わせて、リールの回転速度
を変えて構いません。

芝芝芝刈刈刈りりり用用用マママーーークククののの作作作成成成
芝刈り作業時に列を揃えやすいように、集草バスケット
に以下のようなマークを入れておきます

1. 各バスケットの外側のエッジから、127mm を測
る。

2. その位置に白色テープか白ペンキで集草箱の縁
と平行に目印を入れる図 29。

g005115

図図図 29

1. 目印 3. 刈り終わった側右側

2. 127mm 程度 4. 刈り込み中は前方 1.8-3 m
に視線を合わせておく。

トトトレレレーーーニニニンンングググ期期期間間間
実際にグリーンの芝刈りを始める前に安全な場所で運
転操作に十分慣れておいてください。特に機械の始
動、停止、カッティングユニットの昇降動作、旋回など
に習熟してください。運転技術に自信が生まれれば、
機械の性能を十分に生かして頂くことができます。

芝芝芝刈刈刈りりり作作作業業業ののの前前前ににに
グリーンに異物が落ちていないことを確認し、カップか
ら旗を抜き、刈り込みの方向を決めます。刈り込みの
方向は、前回の刈り込みの方向をもとにして決めま
す。いつも前回とは違う方向から刈るようにすると、
芝が一定方向に寝てしまわないのできれいに刈るこ
とができます。

刈刈刈りりり込込込みみみ作作作業業業
1. エンジンはフルスロットル、モードは「芝刈り走

行」モードでグリーンに入ります。グリーンの一方
の縁から刈り始め細長いじゅうたんを敷くつもりで
真っ直ぐに進んでください。このパターンで作業す
ると、無駄な重なりをなくし、固結を最小限に抑
えながら、美しい縞模様を作ることができます。

2. 集草箱の先端がグリーンの縁に掛かったところ
で芝刈りレバーを操作します。これによりカッ
ティングユニットが芝面に下降しリールが回転を
始めます。

重重重要要要 番番番ユユユニニニッッットトトははは遅遅遅れれれててて回回回転転転ををを開開開始始始しししままますすす。。。こここ
のののタタタイイイミミミンンングググをををつつつかかかむむむととと、、、仕仕仕上上上げげげののの外外外周周周刈刈刈りりりののの手手手
間間間ををを最最最小小小限限限にににすすするるるここことととがががででできききままますすす。。。
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3. 行きと帰りでのオーバーラップができるだけ小さく
なるように運転します。グリーン内をぶれずにき
れいに直進し、刈り込みの済んだ列との距離を
一定に保って走るためには、車体前方 1.8 から
3 m のところに視線を置いて、刈り込み済みの済
んでいる列にラインを合わせるようにするのがコツ
です図 29および図 30。ハンドルを目印にして距
離を合わせても良いでしょう。その場合、ハンド
ルの縁と本機前方の目標ラインとを重ねて見なが
ら運転します(図 29と図 30)。

4. 集草バスケットの先端がグリーンの縁に掛かった
ところで芝刈りレバーを操作します。これにより
リールの回転は停止し、カッティングユニットが上
昇します。このタイミングが悪いとグリーンの縁を
刈り込んでしまいます。一方、グリーンの外縁を
刈り残しすぎると後の作業が多くなりますので、
程よいタイミングを体得してください。

5. U ターンする場合、反対側に一旦ハンドルを切っ
てから旋回すると、楽に、しかも効率良く回ること
ができます。例えば右に旋回したいときには、
軽く左に振ってから右に回ります。こうすると、U
ターン後のライン合わせを楽に行うことができま
す。左回りの場合は右に振ります。旋回半径は
小さいほど作業が早くなりますが、柔らかい芝を
傷つけやすくなるので注意が必要です。

g005116

図図図 30

1. 目印 3. 刈り終わった側左側

2. 127mm 程度 4. 刈り込み中は前方 1.83m
に視線を合わせておく。

注注注 パワーステアリングの特性により、ハンドルは
自動的には元の位置に戻りません。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを回回回転転転さささせせせたたたままままままグググリリリーーー
ンンンののの上上上ででで停停停止止止しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。芝芝芝ががが損損損傷傷傷すすするるる可可可
能能能性性性がががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、湿湿湿っっったたたグググリリリーーーンンンののの上上上ででで長長長
時時時間間間停停停車車車すすするるるとととタタタイイイヤヤヤ跡跡跡ががが残残残るるるここことととがががああありりりままますすす。。。

6. 作業中にリークディテクタのアラームが鳴ったら、
直ちにカッティングユニットを上昇させ、グリーン
から退避してください。そして安全な場所に停止
して原因を確かめてください。

7. 最後にグリーンの外周を刈ります。これも前回と
反対の方向から刈ってください。常に天候や芝状
態を考慮すること、刈りの方向を変えることが大
切です。旗を戻して終了です。

8. 集草箱にたまった刈りカスを出して、次のグリー
ンに移動します。湿った重い刈りカスを入れたま
ま移動すると機体やエンジン、油圧系などに無理
な力がかかるので避けてください。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの働働働ききき
リークディテクタのアラームが鳴るのは

• 118-177 ml のオイル漏れが発生した。

• メインタンクの中のオイルの温度が下がったため
に、メインタンク内部のオイルの体積が 118-177 ml
少なくなった。

アラームがなったら作業をできるだけ早く中止してオイ
ル漏れがないか点検してください。グリーンで作業中に
アラームが鳴った場合には、まずグリーンから退避す
るのが適当でしょう。リークを放置したまま作業を続行
しないでください。リークが発見されず、誤動作が疑わ
れる場合には、1-2分間エンジンを停止してオイルレベ
ルの安定を待ちましょう。そして安全な場所でもう一度
リークのないのを確認してから作業を再開してください。

オイル体積の減少による誤警報は、作業後に長時間
のアイドリングをしているときに起こりやすいのです。ま
た、油圧系に大きな負担を掛けた後に軽い作業に切
り換えた場合にも、誤警報が起こりやすくなります。
誤警報を避けるには、一度エンジンを停止させてし
まうのが確実です。

移移移動動動のののたたためめめののの運運運転転転
カッティングユニットが一番上移動位置になっていること
を確認し、走行条件が 良ければ シフトとします。ラフ
や斜面を移動する時には位置で走行してください。下り
斜面ではブレーキを使用して車両を確実に制御してくだ
さい。ラフに入る時には必ず減速しシフトNo.、アップ
ダウンの大きな場所も十分注意してください。本機の
車両感覚車幅をマスターしましょう。狭い場所での無
理な通り抜けを避けましょう。ぶつけて破損するのは
時間と費用のロスです。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
芝刈り作業が終わったら、ホースと水道水で洗車してく
ださい。水圧が高いとシールやベアリングに浸水しま
すから ノズルは使用しない でください。洗車が終わっ
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たら、トラクションユニットおよびカッティングユニット各
部の磨耗・損傷などの点検を行ってください。ブレーキ
シャフト・アセンブリは、SAE 30 を塗りつけるか、ス
プレー式の潤滑剤を使って滑らかな動きの確保と防錆
を行ってください。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、短距離0.4 km 以内に限り、本機を牽引
して移動することができます。 ただし、通常の移動に
はこの方法を使わないようお願いしています。

重重重要要要 牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、35km/hとととしししてててくくくだだださささいいいこここ
れれれ以以以上上上ののの速速速度度度でででははは駆駆駆動動動系系系ににに損損損傷傷傷ををを与与与えええるるる危危危険険険がががああありりり
ままますすす。。。長長長いいい距距距離離離ををを移移移動動動しししなななけけけれれればばばななならららななないいい場場場合合合にににはははトトト
レレレーーーラララなななどどどををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 油圧ポンプについているバイパスバルブ図 31の
溝が「縦」になるようにバルブを回転させる。

g017135

図図図 31

1. バイパスバルブ図はバルブが閉じた状態バルブの溝が水平

2. エンジンを始動する時には、必ずバイパスバルブ
図 31を閉じる溝が横向きになる。バルブを開け
たままでエンジンを掛けないこと。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 お使いの機械の電気回路図 や 油圧回路図 を入手したい場合には、www.Toro.com から、この機械に関する
図面などをダウンロードすることができます。ホームページからマニュアルへのリンクなどをご活用ください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関すすするるる詳詳詳細細細はははエエエンンンジジジンンンのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララグググににに
触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 10 時間 • ホイールナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 25 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 50 時間
• バッテリーが確実に固定されていることを確認してください。
• 油圧フィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検する。
• 油圧オイルの量を点検してください。
• インタロックシステムを点検する。
• 作業後の洗浄と点検
• 油圧ラインとホースを点検する。

50運転時間ごと

• グリスアップを行う（機体を水洗いしたあと直ちに）。
• エアクリーナのスポンジ製フィルタの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• バッテリー液の量を点検する。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと
• エアクリーナのカートリッジの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと
• ホイールナットのトルクを点検する。
• リールベアリングの予負荷の点検を行う。

800運転時間ごと

• 点火プラグを交換する。
• 燃料フィルタを清掃する。
• 油圧オイルを交換する。
• 油圧フィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。
• バルブのクリアランスを点検する。

2年ごと
• 燃料ラインとその接続の点検。
• 可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

計器類の動作

リークディテクタの作動確認

ブレーキの動作を確認する。

燃料残量

油圧オイルの量

エンジンオイルの量を点検す
る。

冷却フィンの汚れを落とす。

エンジンのエアフィルタとプレ
クリーナの点検

エンジンからの異常音

リールとベッドナイフの摺り合
わせを点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検する。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

刈高の調整具合を点検す
る。

グリスアップ。1

刈り込み、昇降、ブレーキの
各リンクの潤滑を行う。

塗装傷のタッチアップ

1. 車体を水洗いしたときは整備間隔に関係なく直ちにグリスアップする。

要注意個所の記録

点検担当者名

内容 日付 記事
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定定定期期期整整整備備備ススステテテッッッカカカーーー

decal121-9566

図図図 32

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

運運運転転転席席席ををを取取取りりり外外外すすす
整備を行うときには運転席を取り外すことができます。

1. ラッチを外して運転席を倒す。支柱で支える。

2. 座席下のワイヤハーネス本のコネクタを外す。

3. 座席を降ろし、回転軸を固定しているコッター
ピンを抜き取る図 33。

g005497

図図図 33

1. コッターピン 2. シートピボットロッド

4. 回転軸を左側に抜き取り、座席を前に引いて
上に外す。

5. 取り付けは上記と逆の手順で行う。

機機機体体体のののジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ

注注注意意意
ジジジャャャッッッキキキややや木木木材材材ブブブロロロッッックククなななどどどででで機機機体体体ををを確確確実実実ににに固固固定定定
しししてててかかかららら作作作業業業ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

ジャッキを掛ける前にカッティングユニットを降下させて
ください。ジャッキアップ箇所は以下の通りです

• 右側ジャッキパッド部分と、 ROPS横転保護バーの
サポートブラケットの近く図 34。

• 左側ステップの下

• 後ろキャスタフォーク

g005516

図図図 34

1. ジャッキパッド
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潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう
定期的に、全部のベア リングとブッシュにNo.2汎用リ
チウム系グリスを注入します。通常の使用条件では 50
運転時間ごとに行います。

グリスアップ箇所は以下の通りです

• 後ローラハブ・アセンブリ3輪駆動キットを搭載して
いる場合には、後ローラクラッチと外部ボールベ
アリングか所図 35

g005117

図図図 35

• ステアリングフォークのシャフト1か所図 36
• ステアリングシリンダロッドの端部図 36

g017144

図図図 36

• 昇降アームのピボット3か所とピボットヒンジ3か
所図 37

g005119

図図図 37

• プルフレームのシャフトとローラ12 か所図 38

g005120

図図図 38

• ステアリングシリンダの端部図 39

g005121

図図図 39
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• 昇降シリンダ3か所図 40

g005123

図図図 40

• 走行ペダル (図 41)

g020738

図図図 41

• 速度セレクタのリンク部図 42 と 図 43

g005514

図図図 42

g017145

図図図 43

グリスアップの手順は以下の通りです

1. 異物を押し込んでしまわないよう、グリスニップ
ルをきれいに拭く

2. ベアリング又はブッシュからグリスがはみ出てく
るのが見えるまで注入する。はみ出したグリス
はふき取る。

3. カッティングユニットを外した時にはリールモー
タのスプラインシャフトと昇降アームとにグリス
を塗布する。

4. 芝刈り作業後の水洗いが終わったら、ピボット部
にはSAE 30 エンジンオイルか潤滑剤WD40を塗
布または吹き付けする。
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
50 運転時間ごと悪条件下で使用している場合にはより
短い間隔でにプレクリーナスポンジを清掃、100 運転
時間ごとにカートリッジを清掃します。

1. ロック用クリップを取り、エアクリーナカバー図
44を外す。カバーを丁寧に清掃する。

g005125

図図図 44

1. エアクリーナのカバー

2. エレメントをエアクリーナに固定している蝶ナッ
トを外す。

3. スポンジ図 45を点検し、汚れていればペーパー
エレメントから外す。以下の要領で丁寧に清掃し
てください

A. スポンジを温水と液体洗剤で押し洗いする。
絞るとスポンジが破れるので押し洗いで汚
れを落とす。

B. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさん
で水分を取る。ウェスをよく押して水分を十
分に取る。

g005126

図図図 45

1. スポンジ 2. ペーパーエレメント

4. スポンジを点検する時にはペーパーエレメント
の状態も同時に点検する。エレメントの平たい
面を軽く叩いて汚れを落とす。汚れがひどけれ
ば交換する。

5. スポンジ、ペーパーエレメント、カバーを元通
りに取り付ける。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを外外外しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転ししし
ななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンンににに大大大きききななな損損損傷傷傷ががが起起起きききるるる場場場合合合
がががああありりりままますすす。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交
換換換
最初の 25 運転時間でオイルとフィルタの初回交換を
行います。その後は 100 運転時間ごとにこれらを交
換します。

1. ドレンプラグ (図 46) を外してオイルを容器に受け
る。オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。

g005127

図図図 46

1. ドレンプラグ 2. オイルフィルタ

34
 



2. オイルフィルタ図 46を外す。新しいフィルタのガ
スケットに薄くエンジンオイルを塗る。

3. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ込み、
そこから更に 3/41 回転増し締めする。締締締めめめすすすぎぎぎ
ななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. クランクケースにオイルを入れる エンジンオイル
を点検する (ページ 21)を参照。

5. 使用済みオイルは適切に処分する。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整
スロットルの正確な動作のために、スロットルコントロー
ルの正しい調整が必要です。スロットル操作に対する
応答が悪い場合、キャブレタを疑う前に、スロットルの
調整が正しいかどうかを点検する必要があります。

1. スロットルケーブルをエンジンに固定しているクラ
ンプのネジをゆるめる(図 47)。

g005128

図図図 47

1. スロットルケーシングのク
ランプネジ

5. チョークケーシングのクラ
ンプネジ

2. スロットルケーブル 6. チョークケーブル

3. スイベル 7. チョークバタフライ

4. ストップ

2. スロットルコントロールを前に倒して FAST 位置
とする。

3. スロットルケーブルを十分に引いて、スイベルの
後部をストップに接触させる(図 47)。

4. ケーブルクランクのねじを締めて、エンジンの
rpm 設定を確認する。

• ハイアイドル 2850±50 rpm
• ローアイドル 1650±100 rpm。

チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルルののの調調調整整整
1. スロットルケーブルをエンジンに固定しているクラ

ンプのネジをゆるめる(図 47)。

2. チョークコントロールレバーを前に倒して Closed
位置とする。

3. チョークケーブルを十分に引いてチョークを完全
に閉じ、その位置でクランプのネジを締める(図
47)。

エエエンンンジジジンンン速速速度度度ののの調調調整整整ををを行行行ううう
重重重要要要 こここののの調調調整整整ののの前前前ににに、、、スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルルとととチチチョョョーーー
クククコココンンントトトロロローーールルルががが正正正しししくくく調調調整整整ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくく
だだださささいいい。。。

警警警告告告
こここののの最最最終終終調調調整整整ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを回回回転転転さささせせせななながががららら行行行ううう
必必必要要要がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部ににに触触触れれれるるるととと非非非常常常ににに
危危危険険険ででであああるるる。。。

• 作作作業業業前前前ににに、、、走走走行行行シシシススステテテムムムはははニニニュュューーートトトラララルルルとととししし、、、
駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを確確確実実実ににに掛掛掛けけけるるる。。。

• 手手手足足足ややや顔顔顔ややや衣衣衣服服服ををを回回回転転転部部部やややマママフフフラララやややカカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトトののの刃刃刃なななどどどににに近近近づづづけけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注
意意意すすするるるこここととと。。。

1. エンジンを始動し、ハーフスロットルで約5分間の
ウォームアップを行う。

2. スロットルコントロールを Slow位置にセットする。
アイドルストップねじを左に回して、スロットルレ
バーに当たらなくなるようにする。

3. 調速アイドルスプリングアンカーの耳(図 48)を曲
げて、エンジン速度を 1650±100 RPM に調整す
る。タコメータで速度を確認のこと。

g005129

図図図 48
図はエアクリーナを外した状態

1. 調速アイドルスプリングア
ンカーの耳

2. 高速アイドルスプリングア
ンカーの耳

4. ステップ3で設定した回転数よりも2550 rpm 高く
なるように、アイドルストップねじを右に回して
調整する。
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5. スロットルコントロールをFAST位置とする。高速
アイドルスプリングアンカーの耳(図 48)を曲げ
て、エンジン速度を 3400±50 RPM に調整する。

点点点火火火プププラララグググののの交交交換換換
点火プラグは、800 運転時間ごとに交換します。

エア・ギャップを 0.76mmに調整してください。

使用する点火プラグはチャンピオンChampionRC 14YC
です。

注注注 点火プラグは非常に耐久性のある部品ですが、エ
ンジンにトラブルが出た場合は必ず点検してください。

1. 点火プラグを外した時にエンジン内部に異物が落
ちないようにプラグの周囲をきれいに清掃する。

2. 点火コードをプラグから外し、シリンダヘッドか
らプラグを外す。

3. 電極 (側面と中央) と碍子の状態を点検する。

重重重要要要 汚汚汚れれれそそそののの他他他ののの不不不具具具合合合のののあああるるる点点点火火火プププラララグググははは
交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。点点点火火火プププラララグググにににサササンンンドドドブブブラララススストトトををを
かかかけけけたたたりりり、、、ナナナイイイフフフ状状状のののももものののででで削削削っっったたたりりりワワワイイイヤヤヤブブブラララシシシ
ででで清清清掃掃掃しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいいプププラララグググににに残残残っっったたた細細細かかか
いいい破破破片片片がががシシシリリリンンンダダダ内内内ににに落落落ちちちるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. エアギャップを 0.76mm に調整する(図 49)。

g002724

図図図 49

5. 正しく調整された点火プラグをガスケットシール
と共にエンジンに取りつけ、23 N·m(200 in-lb =
2.3 kg.mにトルク締めする。トルクレンチがない
場合は十分に締めつける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
燃料フィルタはインラインタイプで、燃料タンクとキャ
ブレタの間に設置してあります図 50。800 時間ごと、
又は燃料の流れが悪くなれば交換してください。フィ
ルタに付いている矢印をエンジンの方に向けて取り付
けてください。

危危危険険険
ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。
発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソリリリンンンををを
抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい場場場所所所ででで
行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや炎炎炎
ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 燃料バルブを閉じ、フィルタのキャブレタ側につ
いているホースクランプをゆるめ、燃料ラインから
フィルタを外す(図 50)。

g005131

図図図 50

1. 燃料バルブ 2. 燃料フィルタ

2. フィルタの下に容器を置き、もう一方のクランプも
外してフィルタを取り出す図 50。

3. 新しいフィルタを取り付ける。この時、フィルタ本
体についている矢印をキャブレタの方に向ける。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続
整整整備備備間間間隔隔隔: 2年ごと

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維持しバッ
テリー上部を常にきれいにしておいてください涼しい場
所にマシンを格納しておくとバッテリーを長持ちさせ
ることができます。

電解液の量は50運転時間ごとに点検します格納中
は30日ごとに点検します

危危危険険険
電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる硫硫硫酸酸酸
ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮膚膚膚
ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるるこここ
ととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを保保保護護護
すすするるるこここととと。。。

• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、必必必
ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を適
正レベルまで補給してください。但し、電解液の量が、
各セルの内側についているスプリットリングの高さ以上
にならないよう、注意してください。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸したブ
ラシで定期的に清掃してください 清掃後は表面を水で流
して下さい 清掃中はセルキャップを外さないでください

バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子に
しっかりと固定してください

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるるととと
ケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。
そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに
至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス赤赤赤ケケケーーー
ブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブ
ルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

端子が腐食した場合は ケーブルを外しマイナスケーブ
ルから先に外すこと、クランプと端子とを別々に磨い
てください磨き終わったらケーブルをバッテリーに接続
しプラスケーブルから先に接続すること、端子にはワ
セリンを塗布してください

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズは座席下にあります図 51。

g005523

図図図 51

1. ヒューズ
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンのののニニニュュューーートトトラララ
ルルル調調調整整整
走行ペダルがニュートラル位置にあるのに機体が動き
出す場合にはトランスミッションの調整が必要です。

1. どちらか一方の前輪を浮かして機体を支える。

注注注 輪駆動キット装着車の場合には後輪も浮か
せてください。

2. エンジンを始動し、スロットルをSLOW にセット、
浮いている前輪が回転していることを確認する。

3. エンジンを止め、以下の手順で調整する

A. 走行ケーブルを油圧トランスミッションのバル
クヘッドに取り付けているジャムナット図 52を
両方ともゆるめる。ジャムナットは調整がで
きるよう十分に、また均等にゆるめること。

g005519

図図図 52

1. 走行ケーブル 4. 偏芯ナット

2. バルクヘッド 5. ロックナット

3. ジャムナット

注注注 偏芯ナットをトランスミッション上部に止め
ているナット図 52をゆるめる。

B. 機能コントロールをニュートラル位置に、ス
ロットルを Slow 位置にセットする。エンジ
ンを掛ける。

C. どちらにも車輪が回らないように偏芯ナット
を回して調整する。調整ができたら固定ナッ
トを締める図 52。スロットルSLOW および
FAST 位置で調整が正しいことを確認する。

D. バルクヘッドのそれぞれの側から、ロック
ナットを均等に締め付けて、ケーブルを固
定する図 52。ケーブルをねじらないように
注意すること。

注注注 モードレバーがニュートラル位置のときに
ケーブルが緊張していると、芝刈りモードや
移動走行モードに切り換えたときにペダルを
踏まなくても走り出してしまいます。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整

最最最高高高速速速度度度ががが出出出せせせるるるよよようううににに調調調整整整すすするるる

走行ペダルは最高速度を出せるように出荷時に調整さ
れていますが、一杯に踏んでいるのにペダルストップに
当たらないようになったら調整が必要です。また、最高
速度を下げたい場合にも調整を行います。

モードレバーを「移動走行」位置にセットし、ペダルを
一杯に踏み込めば最高速度となります。ケーブルに
張力が掛かる前にペダルがストップ図 53に当たる場
合には調整が必要です。

1. モードレバーを「移動走行」位置にセットし、
ペダルストップを固定しているロックナットをゆる
める図 53。

2. ペダルストップを締め込んで、走行ペダルから
離す。

3. ペダルに軽く力を掛けながら、ペダルストップの
位置の微調整を行い、調整ができたらロックナッ
トで調整を固定する。

重重重要要要 ケケケーーーブブブルルルににに無無無理理理ななな張張張力力力ががが掛掛掛かかかるるるとととケケケーーーブブブルルル
ののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななりりりままますすすかかかららら、、、張張張りりりすすすぎぎぎななないいいよよよううう注注注
意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

g005520

図図図 53

1. ペダルストップ

走走走行行行速速速度度度ををを下下下げげげるるる
1. ペダルを踏み、ペダルストップを固定している

ロックナットをゆるめる。

2. 希望する速度になるまでペダルストップをゆる
める。

3. ロックナットで調整を固定する。
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芝芝芝刈刈刈りりり速速速度度度ののの調調調整整整
製造時に6.1 km/hに調整していますが、ご希望に応じ
て変更することができます。

1. ペダルロックボルトのジャムナットをゆるめる図
54。

g005521

図図図 54

1. ペダルロックのキャップスクリュ

2. ボルトを右に回すほど刈り込み速度が速くなり、
左へ回すほど遅くなります。

3. 調整ができたらジャムナットを締めて走行速度を
チェックする。必要に応じてこの操作を繰り返す。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
両輪を均等に調整できるよう、機体両側にブレーキ調
整ロッドがついています。以下の手順で調整します

1. 走行中にブレーキペダルを踏み、両輪が均等に
ロックするか調べる。

注注注意意意
狭狭狭いいい場場場所所所ややや人人人ののの近近近くくくでででのののブブブレレレーーーキキキテテテススストトトははは大大大
変変変危危危険険険ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーーキキキ調調調整整整ののの前前前後後後ににに行行行うううテテテススストトトははは、、、必必必ずずず人人人
ややや障障障害害害物物物のののななないいい平平平坦坦坦ででで広広広いいい場場場所所所ででで行行行うううこここととと。。。

2. ブレーキが片効きであれば、コッターピンとクレビ
スピンを外して、ブレーキロッドを外す図 55。

g005135

図図図 55

1. クレビスピンとヘアピンコッ
ター

3. クレビス

2. ジャムナット 4. ブレーキシャフト

3. ジャムナットをゆるめ、クレビスを調整する図 55。
4. クレビスをシャフトに取り付ける図 55。
5. 調整が終了したら、ブレーキペダルのあそびの

量を点検する。ブレーキシューがドラムに接触す
るまでに、1326mm の遊びがあるのが適切であ
る。必要に応じて再調整する。

6. 走行中にブレーキペダルを踏み、両輪が均等に
ロックするか調べる。必要に応じて調整する。

7. ブレーキは、毎年一度、慣らし掛けを行うことを
お奨めします。 慣らし運転期間 (ページ 23) を
参照。
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制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの昇昇昇降降降タタタ
イイイミミミンンングググののの調調調整整整
本機のカッティングユニット昇降回路にはフローコント
ロールバルブ図 56がついています。このバルブは出
荷時に約3 回転の開度に調整されていますが、作動油
温度、作業速度などにより調整が必要になる場合があ
ります。以下の手順で調整します

g007387

図図図 56

1. フローコントロールバルブ

注注注 油圧オイルの温度が十分上昇してから調整にか
かってください。

1. 運転席を上げ、センタープルフレーム用フローコ
ントロールバルブ図 56を露出させる。バルブは
油圧マニホルドの側面についている。

2. フローコントロールの調整ノブについているジャム
ナットをゆるめる。

3. 中央のカッティングユニットの降下が遅すぎる場
合、ノブを左に1/4 回転、降下が早すぎる場合
は、右に1/4 回転させる。

4. 希望の設定ができたらノブを固定し、ジャムナッ
トを締める。

昇昇昇降降降シシシリリリンンンダダダののの調調調整整整
上昇位置移動走行時における前カッティングユニットの
高さを調整するには、昇降シリンダを調整します。

1. カッティングユニットを床面まで降下させる。

2. 調整するカッティングユニットの昇降シリンダのク
レビスのジャムナットをゆるめる。

3. 昇降アームからシリンダのクレビスを外す。

4. ロッドを回して適当な長さにする。

5. クレビスをシリンダに接続し、ジャムナットを締
める。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
通常は800 運転時間でオイルとフィルタを交換します。

オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体を洗
浄する必要がありますのでトロ代理店にご連絡くださ
い。汚染されたオイルは乳液状になったり黒ずんだ
色なったりします。

フィルタ交換時期

• 最初の 50 運転時間後

• その後 800 運転時間ごと

1. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう図
57。フィルタの下に廃油受けを置いてフィルタを
外す。

g005518

図図図 57

1. 油圧フィルタ

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換する場合
には、フィルタに入るラインに栓をしてください。

2. フィルタにオイルを入れ、ガスケットをオイルで
湿し、ガスケットがフィルタヘッドに当たるまで
手で回し入れる。その状態からさらに 3/4 回転
締め付ける。

3. 油圧オイルタンクと補助タンク小さい方のタンクに
約 32 リットルの油圧オイルを入れる。 油圧オイ
ルの量を点検する (ページ 22)を参照。

4. エンジンを始動させ、35分間のアイドリングを
行ってオイルを全体に行き渡らせ、内部にたまっ
ているエアを逃がす。エンジンを止め、油量を
再点検する。

5. 廃油は適切な方法で処理する。

注注注 リークディテクタの警告音が鳴った場合は、一
旦エンジンを停止し、オイル量が安定するまで数
分待ってください。オイル量が安定したら、もう一
度オイル量を点検してください。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに傷傷傷
ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててていいいるるる
かかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを確確確
実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一、、、噴噴噴射射射液液液ががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専門門門
医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。異常を
発見したら必ず運転を行う前に修理してください。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保保保守守守

バババッッックククラララッッップププ

警警警告告告
バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすするるる。。。

• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等ををを
近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• エエエンンンジジジンンンががが動動動いいいててていいいるるる間間間ははは、、、止止止まままっっったたたリリリーーールルルををを
絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ででで回回回そそそうううとととしししななないいいこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下さ
せ、エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛ける。

2. 運転席を上げてリールコントロールを露出させる。

3. 各カッティングユニットのリールと下刃をバックラッ
プ用に設定するカッティングユニットのオペレー
ターズマニュアルを参照。

危危危険険険
バババッッックククラララッッップププ中中中にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええるるるとととリリリーーー
ルルルががが停停停止止止すすするるるここことととがががあああるるる。。。

• バババッッックククラララッッップププ中中中ははは絶絶絶対対対にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを
変変変えええななないいいこここととと。。。

• バババッッックククラララッッップププはははアアアイイイドドドルルル速速速度度度以以以外外外でででははは行行行
わわわななないいいこここととと。。。

4. エンジンを始動し、アイドル回転にセットする。

5. バックラップレバーを R 位置にセットする図 58。
6. リール速度セレクタを 1にセットする図 58。

g007385

図図図 58

1. バックラップレバー 2. リール速度コントロール

7. 刈り込み・移動走行切り替えレバーをニュートラ
ル位置にしてカッティングユニットコントロールレ
バーを前に倒すとリールが回転してバックラップ
が始まる。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピングコンパウンド
を塗布しながらラッピングを続ける。柄の短いブ
ラシは絶対に使用しないこと。

9. リールが停止したり回転にムラがある場合は、
速度設定を上げて回転を安定させてからもとの
速度或いは希望速度に戻す。

10. バックラップ中にカッティングユニットを調整する
必要が生じた場合は、カッティングユニットコント
ロールレバージョイスティックを上昇位置に操作す
る。調整が終ったら48を行う。

11. バックラップするユニット全部に上記手順を行う。

12. バックラップが終了したら、バックラップレバーを
F 位置に戻し、運転席を元にもどして固定し、
カッティングユニットに付いているコンパウンドを
完全に落とす。必要に応じてリールと下刃の間
隔を調整する。リール回転速度コントロールを、
希望の速度位置にセットする。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププレレレバババーーーををを F 位位位置置置ににに戻戻戻さささななないいいととと、、、
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの上上上昇昇昇なななどどどののの操操操作作作をををすすするるるこここ
とととがががででできききままませせせんんん。。。
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保保保管管管
長期間にわたって保管する場合には以下のような作
業を行ってください

1. 機体からゴミや刈りかすをきれいに取り除く。必要
に応じてリールやベッドナイフの研磨を行うカッティ
ングユニットのオペレーターズマニュアルを参照の
こと。ベッドナイフやリールの刃にはさび止めを塗
布する。グリスアップと機体各部の潤滑を行う グ
リスアップを行う (ページ 32)のページを参照。

2. タイヤに重量がかからないように完全にブロッ
クする。

3. 油圧オイルとフィルタを交換する。油圧ラインや
フィッティングを注意深く点検し、必要に応じて交
換する 油圧オイルとフィルタの交換 (ページ 41) と
油圧ラインとホースの点検 (ページ 41)を参照。

4. 燃料タンクから燃料を抜き取る。エンジンを始動
し、燃料切れで自然に停止させる。燃料フィル
タを交換する 燃料フィルタの交換 (ページ 36)を
参照。

5. エンジンがまだ暖かいうちに、エンジンオイルを
抜き取る。新しいオイルを入れる エンジンオイル
とフィルタの交換 (ページ 34)を参照。

6. 点火プラグを外し、SAE 30オイルをシリンダ内に
30ml 流し込み、クランクをゆっくり回転させて内
部にオイルを十分に行き渡らせる。点火プラグを
交換する 点火プラグの交換 (ページ 36)を参照。

7. シリンダ、エンジン、フィン、ブロアハウジングな
どをきれいに清掃する。

8. バッテリーを取り外して完全充電する。充電終了
後は、機体に取り付けて保存しても、機体から
外したままで保存してもよい。機体に取り付けて
保存する場合は、ケーブルを外しておいてくださ
い。温度が高いとバッテリーは早く放電しますの
で、涼しい場所を選んで保管してください。

9. 可能であれば暖かで乾燥した場所で保管する。
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Toro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの品
質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製品
に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧
下さい。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品について
は、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 35 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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